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陸奥国府として栄えた多賀城跡は、部分的にではありますが環境整備が進み、市民の社会教

育の場、あるいは，憩いの場として活用されて来ております。多賀城跡の周辺地域には、数多く

の埋蔵文化財が包蔵されており、これまで、数ケ所において発掘調査を実施しております。

今年度・発掘澗査を実施した市川橋遺跡の高平地区においては、平安時代以降の水田跡と居住

域をポす整地府、そして、それに伴 う建物跡、溝跡が多数発見されました。とくに、水田跡の

発見は問遺跡地内の伏石地区につづ‘く発見であり 、多賀城跡南面地域の集落構成を復元するう

えで大きな手掛りを与える資料であり ます。

本調査は、将来の宅地造成に伴う事前の記録保存を前提とした調査であります。今後、 本地

域一帯が徐々に開発されていくことが予想され、史跡を取 り巻く環境や)';(観を保護していくこ

とも大切であると思います。これからも、このような開発事業と文化財保護を、両立さすべく

鋭意努力していく所存であります。

本報告書が多くの研究者、および関係者のみならず広〈 一般の方々に活用され、文化財保護

の一助となるこ とを願 うものであります。

最後に、本遺跡の調査、整理、報告書作成までの問、多くの方々か らの協力や助言、指導を

得ましたことに対し心から感謝申し上げる次第であります。

昭和60年3月

多賀城市教育委員会

教育長 玉轟 誼



例

1 .本書は、多賀城市教育委員会が、昭和59年度の国庫補助事業と して実施した「山王遺跡他

発掘調査」の結果をとりまとめたものである。

2.調査区は、 rrn川橋遺跡」に包含されている高崎字高平に位置し、 IB-THの略号を用い

て記録している。

3.本文の執錨は、文化財保護係職員の協力を得、高倉敏明、滝口説、相沢消利が担当した。

また、編集は、石本敬、相沢が中心となって行った。
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高倉敏明本文執筆

V、羽3 (1)-(6)、百2(9)、(11)-(15)、E事滝口

3 (7)-(10)、V、VI2 (1)-{8)、(10)、I、皿、羽1、相沢清利

4.本報告容は、次の通り分担して作成した。

滝口裕子 ・我妻悦子遺構 ・遺物トレース

滝口(裕)・我妻遺物実測

相沢遺物写真

滝口(卓)・相沢 ・芳賀英実遺構写真

滝口 (卓)図面整理

滝口(裕)・我妻 ・柏倉霜代 ・須藤美智子 ・熊谷純子 ・黒田啓子遺物整理(復元 ・拓影)

5.プラントオパール分析は、藤原宏志氏(宮崎大学農学部)に御願いし、寄稿していただいた。

6.鉄製品の処理に関しては、村山斌夫氏(東北歴史資料館)、芳賀英実氏の御協力をいただい

た。

7.調査区の実測基準線は、国家座標の方位をとっている。

8.調査及び遺物の整理において、下記の方々に御助言、御協力を賜わった。

岡村道雄、佐藤和彦(東北歴史資料館)、進藤秋輝、白鳥良一、高野芳宏、後藤秀一 (宮城

県多賀城跡調査研究所)、鎌田俊昭 (多賀城市文化財保護委員)、斎藤孝正(名古屋大学文学部

茂、佐々木格(仙台市教育委員会)、丹羽助手)、平坂春一、佐藤甲二、斎野裕彦、及川

和博、村田晃一(宮城県文化財保護課)

9 .本調査の概要については、現地説明会資料において一部公表されているが、 ヨド舎がこれに

優先するものである。

10.本報告書中の土層の土色については、 「新版標準土色帳J (小山 ・佐原:1970)を使用した。

11.調査、整理に関する諸記録及び出土遺物は、多賀城市教育委員会が一揖保存している。



調査要項

1 .遺跡所在地多賀城市高崎字高平12-13

2 .調査期間 :昭和59年10月22日~昭和60年1月21日

3.調査面積 : 800m' (対象商積1l00m')

4.調査主体者 :多賀城市教育委員会教育長玉品 誼

5 .調査担当 多賀城市教育委員会社会教育課文化財保護係

社会教育諜長 柳原 邦男

文化財保護係長菊池光信

主 査高倉敏明

技 師滝口卓 石川俊英 石本敬

嘱 託千葉孝弥相沢清利

6.調査協力者 :宮城県多賀城跡調査研究所、東北歴史資料館、宮城県教育委員会、仙台市教

育委員会、多賀城市第二給食セ ンター、加藤基 (地権者)

7.調査参加者 ;

芳賀英実、赤聞かつ子、阿部敏子、阿部美智子、阿部美津子、阿部米子、猪俣

敏子、浦山一局、小野玉乃、熊谷あつ子、後藤はつみ、桜井三千失、桜井栄子、

佐々木四郎、佐藤束三、佐藤たま子、下道博信、鈴木 助、菅原絹代、高野敏

子、鶴巻まき子、千葉享一、角田静チ、早坂ゑみ子、渡辺国恵、佐藤三夫、熊

谷きみ江
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I 市川橋遺跡の立地と環境

市川橋遺跡は、特別史跡多賀城跡の西側から南面一帯にかけて位置し、南北約2km、東西約

1kmの広範囲に渡る遺跡、で、七北田川、砂押川によって形成された自然堤防上に立地する。多

賀城跡に隣接することから、いわゆる国府域として考えられており、多賀城を側面から解明す

る上で重要な位置を占めている。

本遺跡の北東側は、松島丘陵から派生した低丘陵が延びてきており、これらの低丘陵の一部

は、多賀城市周辺の沖積低地下にも埋没している という(註 1)0 その埋没段丘の頂部が露出し

ている例として、大臣宮地区(註2)があげられ、槍先形尖頭器(旧石器時代終末~縄文時代初

頭)が出土している。 この埋没段丘がどのくらいの深度に位置するのか不明な部分が多いが、今

回の調査区東側でのボーリング調査の成果によると、表土下約6.3m (標高-3.1m)で岩盤に到

達している(第1図)。この岩盤の比定時期については、おおよそ下末吉海進期が考えられている

(註1)。

多賀城跡周辺の沖積地は潟湖性低地と呼ばれ(註3)、前面を浜堤に保護された潟湖性低地の上

に、直接河川の堆積物がのってくるという。いわゆるスク

モ層と呼ばれる泥炭層がこの地域の土壌を形成しているこ

とは、本調査、あるいは現在までの付近の調査で確認され

ている(註4)。第l図の腐植土、有機土はスクモ層に該当す

るものと考えられる。ま た、岩盤から上層は、途中にスク

モ層が介在するが、基本的に粘土 ・シルト層と砂層の互層

からな っており、この周辺の堆積状況を大まかに示してい

ると思われる。さらに土地分類図によれば、粗粒グライ土

壌の範囲に含まれ、作土直下から50cm-80cm程度までにグ

ライ土層をもっ土壌で、主として沖積地に分布し、殆んど

水田に利用されている。比較的上層が酸化的で灰褐色を呈

しているものが多いとされている。本調査区の南に隣接す

る水入地区の調査(註 5)では、自然堤防の微高地上に建物

跡が発見され、その北側は湿地帯であったこ とカ滞在認され

ている。以上のことから、本調査区の立地する土壌環境は、

自然堤防の微高地と湿地帯が複雑に入り組んだ環境の中に

あるといえよう。

砂

(?f 

第1図土層柱状図
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第2図遺跡分布図



なお、 砂押川は、昭和29年に河川改修が行なわれ現在の流路になったが、 それ以前は、堤

防が不完備で小雨量でも耕地に氾涯し;被害を受けることが多く、またこれに通じる排水路も不

完全なものであったとされている(註 6).，

E調査に至る経緯

多賀城跡の南面に広がる水団地帯は、海抜2-4mにわたる低湿地から自然堤防による微高

地状の地形を呈しており、ここ数年にわたる調査によって、多賀城跡に関連する遺構 ・遺物の

存在が次第に明らかにな って来ている。

水田部の鯛査例としては、昭和54年に宮城県文化財保護課によって、高崎字水入地区の調査

が実施されたほか、多賀城市教育委員会が行なった市川字伏石地区の遺構確認、鯛査や、昨年実

施した高崎字水入地区の調査が上げられる。これらは、いずれも開発計画や住宅建設計画等の

原因によって実施されたものである。

本調査区は、昭和54年に調査を実施した高崎字水入地区の市道新聞上野線をはさんで、反対

側の北側水田部に位置している。水入地区の調査によってA多量の遺物を含む包含層や弁戸跡・

建物跡・大溝跡が毎夜していることが知られていたため、当該地においても古代の遺構が包蔵

されている可能性が考えられていた。

当地域一帯は、近年小規模開発が発生しており、次第に宅地化の傾向が強まって来ている。

当調査区についても、近い将来開発の計画があることから、地権者との協議を行な った。 その

結果、調査に対して全面的に協力する意志を確認し、昭和~9年 9 月、地権者から発掘調査の承

諾舎の提出を受けて、 10月22日から調査に踏み切ったものでみる。

皿調査方法と経過

今副の高平地区の発掘調査では、調査区南側に隣接する水入地区の調査(註5)において、建

物跡・弁戸跡・ j持跡・包含層が発見されており、同様な遺構の存在が予想、された。そのため、

機械力の滞入は表土(現在の水田耕作土)のみとし、それより下層は手掘り作業で進めることに

した。調査は、昭和59年10月22日より開始した。まず、現水田の畦畔区画1こそった調査区を設

定し、同時に排水溝をぷねた土層観察用トレンチ(幅50個、深さ 1m)を設けた。調査区を一辺

3m のグリットで区画し、南北をアルファベット、東西を西側からアラビア数字で示した(第 4

図L遺物取り上げの際のグリット名はこれを用いている。調査対象面積は約1l00m'で、その内

約800m'について調査を実施した。 10月27日までに排水溝を掘り終え、その断面観察により、

3 
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大まかに 5層に分けられた。この所見をもとにして、 E層面の遺構検出作業を開始する。E層

面の遺構を検出できず、全景写真を鑓影する (10月31日).， n層を掘り込み、凹層面での遺構検

出作業を始める。南北の 3号畦畔、東西の 4号畦畔の頂部を検出し、西側では、整地層を検出

した。整地層面での柑査を行ない、 SB 01を検出する。並行して、北西壁のセクションを観察

し図簡を作成する (11月17日)。 全景写真を撮影し、困層の掘り込みを始める。東側ではW層が

確認され、整地層より南では、 Va層と哩層が部分的に見られた。12月25日に プラントオパー

ルの分析のための土壌採取を行なう。 Va層上面からは灰白色火山灰におおわれた平安時代

の水田跡が発見された (11月27日)。整地層b面及びN層検出遺構の掘り込み鯛査を行なう。さ

らに並行しながら実測凶作成のため、原点 1(x :ー189，200，00，Y : +13，970，00)と原点 2

(X : -189，200，00， Y : +14，000，00)を結ぶ線を基準線とし、遺り方を設定する。 遺り方水

糸高は、標高3.30mである。 また、水田面及び整地層の地形の傾斜を知るため等高図を作成す

る(12月10日)012月15日には現地説明会を催し、調査の概要を一般に公表する。西側ではw層

上面での遺構検出を目的に整地層を掘り込み、溝跡、ピット等を検出する。東側では南北トレ

ンチを 2ケ所に入れ、羽a層面での畦畔を検出する。この畦畔は上婦と同位置、同方位にある

ことを碓認する。12月21日からは作業員を打ち切り、調査員による遺構の切り合い、セクショ

ンの見直しを行ない、昭和60年l月21日に調査を終了した。なお、調査日程の制約よから VIa

層下の遺構は一部検出 したのみにとどめた。
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第4因調査区設定図
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N調査成果

1 .基本層 位

第I層 現在の水田耕作土(表土)で灰色の粘土質シルトからなる。層厚は10-20cmをはかり、

上層Xh~作土、下層xが床土に分かれ、床土には酸化鉄斑紋の集積が認められる。

第H層 灰色のシルト質粘土層で、調査区内I~ぽ全域に堆積する。 層厚lま 5 -10cmをはかり、

調査区東端、西端では部分的に途切れるところもある。酸化鉄麟文は層全体に認められるが、

特に上層~中層に集積が強くその直下に班点状のマンガン粒が帯状に集積する。中層~下層は

脅味を帯び同じく酸化鉄蹴文が集積する。

第町層 灰色のシルト質粘土層で、層厚は10-15叩をはかる。ほぽ全域に堆積するが07ライ

ンより西では部分的にしか認められなくなる。上層は粘性の強い黒褐色土で、下婦のシルト質

土層との層界は不明瞭である。下層には縦縞状の酸化鉄磁文が集積するが、マンガン粒はさほ

ど発達していない。カーボンを若干含む。

第百層 掲灰色の粘土質シルト層で、 層厚は5-10cmをはかる。 10ライン(整地層b東端)

より 東に堆積し、Va層との層界は起伏がある。酸化鉄斑紋は縦縞状に細長〈発達する。マンガ

ン粒は少量認められる。

ア層 褐灰色土の粘土質シルト層で、層厚は5-10倒をはかる。3号畦畔の東側から微高地

縁辺(17ライン)にかけて限られた範囲に

分布する。南壁セクションの観察でVa層 灰色土

を覆っていることから灰白色火山灰降下 灰色土

後の堆積と 考えられる。
灰色土

制灰色ゴニ

第Va層 褐灰色の砂質シルト層で、 制灰色七

層厚は5-lOcmをはかる。 11-15ライン、
問。灰色土

fj(黄色上

Eラインより南に堆積し、上下面とも起
浅黄色土

伏がある。上面では足跡を検出し、層中
黒色土

には灰白色火山灰がプロック状に多量に 黄色ニt

混入している。 酸化鉄脳文は縦縞状に発
(明緑1氏)

達し、マンガン粒はさほど多くない。カ 明録灰色土
(中紗)

ーボンを含む。
緑灰色土

第Vb層 褐灰色の粘土質シルト層で (ス7モ車協

3 -10仰の厚さをはかる。12-15ライン
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品、一一

整地層 b

@ (4) 

3.300m t¥ 

北壁セクション図

遺精名 層 土 色 土 性 そ の 他 遺精名 層 土 色 土 性 そ lの 他 遺構名 層 土 色 土 性 そ の 他
イ遺憾 10YR5/1術灰色 結土質シル 卜 マンガン ・カーボン、土器粒片を含む S D07 (3) 7.5Y 4/1栂灰色 砂質シルト 自主地b層に近似する S D 18 10YR3/2黒褐色 ン Jl- ト 賞灰色土を斑状に含む

2 2.5Y8/6策 色 ン Jレ 卜 黒色土(粘質却が横縞状に入る。賛灰色(L-7)の土 (4) 7.5Y 4/1褐灰色 砂質シル卜 2 2.5Y 3/2 4診 。 {， 

3 2.5Y2/1黒 色 シJl-ト質給土 エ遺構 ① 2.5Y 3/1 黒?~色 ン Jレ ト 賞灰色土をプロ y ク状に含む オ 遺 精 10YR4/1掲灰色 シルト質給土 策灰色を若手絞状に含む
ウ遺構 7.5YR5/1 t~ 灰色 ン Jl- ト 策灰色土がプロック状に混じる ② 2.5Y 4/2 11音灰策色 ク /， を若干斑状に含む 3号暖圏平 a 7.5Y 6/1灰 色 ゐ L-2よりわずかにしまりが強い

2 10YR3/1黒褐色 シJl-ト質粘土 {， SD 14 2.5Y 4/1黄灰色 。 b 10YR6/1偶灰色 /， 理主圏平の輪郭にそって酸化鉄が集積する

SD20 5 Y2/ 1黒 色 ン Jl- ト カーボン、粘土粒を含む 2 2.5Y 3/1黒紛色 。 策灰色土をプロ yク状に含む c 10YR5/1褐灰色 ン ル ト 上面!こ4a層土がプロγタ状に、全体的(:(i4b層に近似した土
SD21 ① 2.5.Y3/1黒補色 今 策灰色土が互層になる SD 15 ① 5 Y 3/1 オリーブ黒色 /， 砂質土混入 dl lOYR3/2黒褐色 粘土質シルト カーボンを含む

② " /， 黄灰色土が;tl状もしくはプロック状に入る ② 2.5Y 3/1黒褐色 ". 賞灰色土を斑状に含む d2 10YR7/1黒 色 砂質シルト 策灰色土を斑点状に含む

SD22 (1) 5 Y2/ 1黒 色 砂質シルト カーボン、焼土粒を含む ③ 2.5Y 6/3にぷい黄色 /， 議総色土が混入 カ 遺 稿 10YR3/2黒褐色 ン Jレ ト 焚灰色土を小プロック状に含む、カーボン
(2) 5 Y3/ 1オリプ黒色 /， 策灰色土をブロック状に含む SD 16 2.5Y4/1策 灰 色 /， 2号経畔 a 7.5Y6/1灰 色 シルト質粘土 L-2よりしまり、粘性が強い、酸化鉄斑、マンガン

SD03 10YR2/1黒 色 シルト質粘土 ，~色のシルト土が混じる 2 lOYR3/2黒補色 {， 策灰色土を5症状もしくはプロック状に含む b 5 Y 5/1灰 色 粘土質シルト 黒色粘質土と灰白砂質土が互層になる
2 lOYR3/1黒偶色 ン Jレ ト カーボン、マンガン粒、 酸化鉄球fを含む SD 13 (1) 2.5Y4/1焚 灰 色 粘土質シルト ア 層 lOYR6/1術灰色 ン Jレ ト 酸化鉄斑、マンガン、若干カーボン

SD07 (1) 7.5YR6/1縄灰色 シルト質粘土 マンガン、酸化鉄斑を含む (2) 10YR3/2黒褐色 /， 植物遺体を含む S D 12 7.5YR2/1黒 色 シルト質粘土 賞灰色土をブロック状に含む、カーボン
(2) 7.5Y8/1灰白色 火 山 灰 灰白色火山灰の摩〈堆積する層。若干潟色土粧が混じる (3) 2.5Y 3/1 黛褐色 ン Jレ ト 策灰色土を多量に含む

B一一 3.300m B〆

西壁セクシ ョン図
。 3m 

遣 梅名 層 土 色 土 性 そ の 他 層 位 土 色 土 性 そ の 他 層位 土 色 土 性 そ の 他

S D05 7.5YR5/1褐灰色 砂質シル 卜 マンガン、カーボン、 SD05を埋めた豊富地土 N 6/ 灰 色 土 粘土質 シルト 現在の水田 VIa 2.5Y 6/2灰黄色土 粘土質シルト -平安時代の水田跡

2 7.5YR4/1褐 灰色 ン Jレ ト SD05の堆積土、カーボン E 7.5Y6/1 {， シルト質粘土 近世~近代にかけての水田跡 VIb 2.5Y 7/3浅黄色土 {， 

SBOl pitぬ1 10YR4/2灰綿.色 ゐ 掘り方埋土、貧灰色土・カーボンを含む 田 5 Y5/1 // ，旨 平安時代の水田跡 \~ 7.5Y R2/1黒色土 /， 

pitぬ2
'ー

。 掘り方埋土 町 lOYR4/1褐灰色土 粘土質シルト // ワ a ¥1 2.5Y 8/6黄色土 /， 

SB02 pit~3 // {， 。 Va lOYR6/1 ". 砂質シルト e診 匝 lOG 7/1明縁灰色土 砂

Vb 10YR5/1 // 粘土質シルト ". ， X 10GY6/1緑灰色土 粘土質シルト スクモ

第6図調査区セクション図
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に堆積し、灰向色火山灰がVa層よりも細粒化して混入する。 酸化鉄斑紋は縦縞状でVa層より

も密集していない。マンガン粒は層全体に多量に認められる。カーボンを含む。

第VIa層 灰黄色の粘土質シルト層で、 10-25佃の厚さをはかる。06-16ライン、 Eラインより

南に堆積する。水分の多いソフトな土層で、上面に酸化鉄の集積帯が認められた。この集積帯

は輪郭が不鮮明で、その直下から管状の斑紋が咽層まで到達している。層中には灰白色火山灰

がVb層よりもさらに細粒化し部分的に混入する。カーボン粒を含む。

第VIb層 灰黄色の粘土質シルト(珊層)と黒褐色粘土質シルトが撹乱状に混じり合う土層で

ある。 J~I亭は10-25cm をはかり、 06-09 ラインに堆積する。 層中には管状の酸化鉄斑紋、カー

ボン粒が認められた。

第vn府 県色の粘土質シルト層で、 05ラインより以西、 Dラインより北に堆積する。下面は

乱れており咽府中に撹乱状に入る。ピット、溝の検出面にあたる。層厚は北壁付近で15-20仰

をはかり、南にゆくに従って厚さを増すがSD05を境にして傾斜し、ゆるい段差ができている。

高低差は約10cmである。

第咽層 灰黄色の粘土質シルト層で調査区全域に堆積する。層厚は 5-10cmをはかる。本層

は上層と下府に分けられるが、基本的には同ーの土層で、下層がグライ化により緑灰色に変色

しているの16ラインより束、 06ラインより西からしだいに高支 η始め、向然堤防の徴高地を形

成する。この東西両微高地聞の低地に水田跡が位置している。

第医屑 明緑灰色の中砂層で全域で検出されている。

第X層 緑灰色の粘土質シルト層で、 Eラインより南に堆積する。今回の調査における最下

層のもので、植物遺体を多量に含む所謂スクモ層である。

2.発見通構

(1) n層検出の水田跡

プラントオパール分析結果によれば、 I層-VIb層までにイネ科植物が含まれていたとのこと

で、各層が水田跡でみることが予想された。

E層検出の水田跡はセクション観察の結果、 3号畦畔北、南断面、 5号畦畔東断面、 6号畦

畔南断面に畦畔が認められた。E層上面の遺構検出の段階では、水田跡のプランを検出できな

かったので、その全容は不明である。明治19年の地籍図によると、 3号畦畔と 6号畦畔が同位

置、同方向をと っており、 E層検出の畦畔がこれに載ってくる可能性がある。

〈出土遺物〉 土師器、須恵器、赤焼き土器、瓦、土製カマド片、円盤状土製品、陶磁器、煙

管、古銭、飾り金具、 二次加工のある剥片がある。

(2) 皿膚検出の水田跡

9 
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第7図 I層及びE層水田跡出土漬物

町層上面では、 |睦畔頂部が検出された。畦畔の土壊は 皿層(耕作土)に近似するが、かたくし

まっており、上商及び立ち上がり部には酸化鉄の集積が強い。この酸化鉄の集積は水田面に比

べかなり強く、この期の畦畔を検出するのに一つの目安とな った(柱 7)。

〈畦畔の構成〉 南北方向の 3号畦畔、それに直交する 4号畦畔、その南に平行して走る 5号

畦畔、さらに直交する 6号畦畔で構成されている (第8図)。基本的に下摺の Va層の畦畔上に

構築されているが、 5号畦畔だけは本期に作られたものである。3号畦畔は、 N-20o-Wの傾

きを持ち丙へ偏している。それに対して 6号畦畔は、 N-30-Wでほぼ北を向いている。両畦

畔の振れを比較した場合、かなり 3号畦畔が西に偏しているが、この振れの要因は、東側の微

高地の影響を受けているものと考えられる。また、整地層 bの範囲内にくると畦畔は検出でき

なくな った。 田隔はAー07ラインまで堆積している(層厚4cm-5 cm)が、整地柄 b東端からは

かなり薄くなる。

JO 



水田 3

-ーーーーー-

。

地)0-

NfIJ0・12

一一N06

。

一一N05

一一-N04

I I 

， -ー“-ー、./ ‘-‘ー E01 
『崎、、....J.ー

， N02 

'1 .土

I r 
I I 

ーーー・ー司『

水田 6
j ー-NOl

"'-._/一
一戸

三~I
¥ J トl

一-----一一
LJ u 

_E 
-司- E_ ー-SNOO

W03 W02 WOl 

∞ 

W10 W09 W08 W07 W06 W05 W04 

第8図水田跡平面図

一一N03

Eb3 ，“z
 

af
s
t
t
n
u
 

p
-

E06 守'

，SE
t
tn
U
 

E
 

ー一一=ー5171

※スクリーントーンは整地層bの範囲を示す。

11--12 



6号畦畔は90畑-110畑、170佃 -200

mと規模が大きい。一筆がわかるもの

はないが、 4号-5号聞で南北4.7mを

はかる。整地層、徴高地に規制され、

水田の区画はおのずと不定台形をとる

ようになったと推定される。断面形は

略台形状で、なだらかにのぼりながら

平坦面を形成する。

〈作土〉 作土(皿府)は、北から南へ

地形の傾斜にそって厚 くなっていき、

Dラインよ り南では20cm前後をはかる。

3・4号畦畔の耕作土底面から畦畔ま

での高さは5伺 -10cm程であるが、 5

号畦畔はやや低〈、扇平である。

〈出土遺物〉 土師器、須恵器、赤焼

き土器、瓦、灰柑陶器、土製カマド片、

円盤状土製品、砥石、土錘、鉄製品が

ある。

(3) N層検出の水田跡?

cト 2.7型~ C'

多傷物放多多

水口 土層観察聖書

格低 l土 色 l 爾
I I iO町R6/11品灰色 i灰白色火山灰のテoッヲ亙否む

Dトー

。
3号畦僻 衛壁土層観察要旨

土 色 l 傭

15Y6/1灰 色|結性強ししまりがある
S Y S/l灰 色I • 
lOYR4/1褐灰色|織化鉄の績績が強い
7.5YR5/11.¥I灰色|灰白色火山灰の小プロック告会む

3.100剛→u 

日

1m 

町府は、灰白色火山灰降下後に堆積 ε← 3.100m →E了
日 ，日

したもので、整地層bの上面にも部分 一一→乙 1 I 
=ァ一一一ー一一

的に載ること カ匂在認された。分布範囲

は、水田1・3・4に限られ、 畦畔3・

4上にも 見 られる(プラン トオパール

も検出されている)。 この層は下層の

'Va層の灰向色火山灰をほとんど拡
。

a 

散させていないし、本層にもまったく 6号鮭僻雨量E土層観察褒

混入していない。さらに粘性が強く、

河川の氾濫で搬入されてきたシルト質

土とも異な っている。

厳位l 土 色
a IOYR3/2黒泌色
b IOYR4/2灰賞褐色
c IOYR3/2!.¥¥錫色
d 5 GY4/1締緑焼色
e 2.5Y3/2黒褐色

I F 日立R3/2黒褐色

鏑

中砂・マンガン総を含む
中砂を含む
Lまりが少ない
砂質
やや給性あり、 樋物遺体を舎も・

1m 

考

日層水図跨

困層永田路

V層本因Z事
¥1a厩水回'*

9・

第9図水口・ 3・6号畦畔セクション図
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15 . 持ー . . 回転へラ自国') . . (7.ω 1.三・間H 川高u台.. ・、υ。g
16 • JIIl • 4・ . • (7.的

17 4砂 . • . 回転へラ舗') . 4砂 (6.8) 

18 事構事土器 耳目台付鉢 .. . • 。 (18.0) 

19 ;JI恵?1 哲理 . ' . . (40.2) 

第10図 血層水図跡出土遺物
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第11図 N層水回跡 ・4号畦畔出土遺物

(4) V層検出の水田跡

Va層上面で、東西方向の畦畔 2条(2号 ・4号)、南北方向の畦畔 3条(1号 ・3号 ・6号)

で構成される 6枚の水田を検出した。Va層は灰白色火山灰が降灰した時期で、その分布は整

地層 a下層、同 b上面にも見られる。灰白色火山灰のブロックは、水田 1・2・3に多量に混入

し足跡の埋土にも入る。水田4・5・6(こは斑点状に分布し希薄である。畦畔は、作土に近似し

た土壌で、両者の土の相違を区別することはできなかったが、高まりは比較的明瞭で、あった。

Va層は、 SD 08の南側、整地層 bの東側から15ラインまでを東限と し、この範囲が水田域と

なる。

〈畦畔の構成> 3・4・6号畦畔は 聞層とほぼ同位置、同方向をと っている。本期に構築され

た1・2号畦畔は、東側の微高地縁辺に位置し、その地形にそって作られた畦畔と考えられる。

ただし、 l号畦IB半は、平面プランを検出 しておらず、北壁セクション観察による図上復元線で

15 



ある。 2号畦畔は、東西約 5mをはかり、 3号畦畔へと接続する。その聞には 3号畦畔よりに

水口が構築されている。畦畔頂部から底面までは緩やかに傾斜し、水口の深さは約5cmである。

この付近の地形は、北東方向が高く、南西へと傾斜しており、北から南への水の流れが予想さ

れる。 1・2・3号畦畔に区画される水田 1は、本調査において唯一南北方向を向くものである。

3号畦畔は、やや弧状を呈し、 C-09グリット付近から西側が整地層 bにおおわれている。そ

の整地縁辺には、幅60cm~70cmの溝状の窪みが検出され、 プロック状の灰白色火山灰が密に集

積している。土壌は基本的にVa層と同一で、セクション観察では刊層の窪みとしてとらえられ

る。耕作の各段階において、整地縁辺のみが深掘りされた結果、火山灰が集積したものと考え

られる。この溝状の窪みは、居住地域と水田域を区画したと思われる。 6号畦畔は、 Cー05グ

リット付近より北側をSD03に切られている。

で三
三ゴ;7ミコd.
予弓二三平司-d

ア
H
U2 

。lg3 

戸『二二ミ
12 

10倒。

N:> 横別 窃 形 府 位 外面倒隻 内面倒箆 技存 口径 続径 官!.T~ 鱒 考

土飾街 t不 第 Vam ロPロナデ.!tqf工安す底酬乎I~ ヘラミガキ、黒色処思 期日 (6.7) 日鋭

2 φ J!! lA V 幡 ロタロナデ ロタロナヂ . (25.3) 日鎖

3 4砂 ー 筑 Va 月号 ナデ 担5手[$のみ

4 ~Jt ~怨 綜 自信 V IO ロク0ナ久史TLf堅守嶋岡ハ ロタロナヂ lメ4(14.5) (7.7) 3.4 

5 φ . 第 Va~ 4・ 底舗副転ヘラ切り . . (12.9) (7.0) 3.2 v 、z，asa，ah・，

6 4・ 4惨 lA V 府 . 鹿邸ナT . 1/8 (13.9) (7.6) 3.5 

7 φ φ lii Va IO . 4・ . . (15.1) (8.5) 3.0 

s . 4砂 . . . -:~ (8.2) 悼""酔文向s山二幽

9 . . 自首 V 1fol . 底部回転晶問。 . . (5.6) v悼f~蜘」日 掛 m

10 今 . . . 底部自転へラ切・J 4・ . 6.7 

II 赤占臣告土告書 . m Va府 ロタロナデ

-ー

1/3 (17.4) (7.1) 5.7 

12 五日忽器 ili 第 V 1!11 4砂 回転ヘラケズリ . - ß~ つまみ欠IJl

第12図 V層水田跡出土遺物(1) 
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〈畦畔の規模〉 上端幅で50cm-80側、 下端幅90佃 -150側、作土底面からの高さは 5cm-8

倒をはかるが、 6号畦畔はやや高00倒前後である。断面形は扇平な台形で、頂部が押しつぶ

されたように謹んでいる。

〈作土〉 作土(Va層)上面は、上層のW層が窪み状に入り込み、また灰白色火山灰がプロッ

ク状に混入していることから、かなり凸凹があったことがわかる。Vb層は床土と考えられ、

Va腐との層界は起伏が激しい。さらにマンガンの集積も認められる。その分布範囲は、水田

l、3に限定される。

〈出土遺物〉 土師器、須恵器、赤焼き土器、円盤状土製品、瓦がある。遺物取り上げは町層

と閉じである。

。 10cm 
6 

1ft 繍 月4 ~ï J匝 府 位 外磁調~ 内耐開銭 強干Fnl，量 経 11 お高 明置 常

須泌総 縦貫11 ~ 術 Va'" ロタロナデ ロタロナデ -1lIl (6.2) 

2 4・ 宮t iIl V 府 . 4・ . (6.8) 

3 . 長銀~ iIl Va JiI . . . 10.6 

4 . . . . . . (14.8) 

5 . ft . . . . (8.S) 

6 . !I . ハケメ、ナヂ ロタロナデ.ナデ . 
第13図 V層水田跡出土遺物(2)

(5) VI a庖検出の水田跡

本層検出の水田跡は、水分を多く含む土壌に営まれたのが特徴である。畦畔は、 東西の 4 ・

4 I号畦畔、南北の 3・6号畦畔で構成される。これらの畦畔は上層の畦畔の基礎となっており、

方向もほぼ問方向をとっている。 4I号畦畔は整地層 b除去後に表れたもので、保存状況が良好

である。11・13ラインには、南北トレンチを入れ、部分的な検出を行なった。この区域では、

17 
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上層に畦畔が各期に渡って構築されたことにより、 圧縮されほとんど畦畔の盛り上がりは確認

できなかった。 4'号畦畔の西への延びlま、 SD07によって切られているが、おそらくは6号畦

畔と接続していたのであろう。

次に規模について見る。北壁セクションの検討によると、 3号畦畔は下層のVIb層期の畦畔

の盛り上がりとして観察された。南壁セクションでは刊a層期のみ確認され、下端幅で120cm、

上端幅で70cmをはかる。立ち上がりは緩やかで、上面はやや凸凹がある。 4号畦畔は、下端幅

で、 120-140cm、上端幅で50-60cmをはかり、作土上面と畦畔の高低差はほとんどない。作土

と畦畔は、基本的に閉じ土壌であるが、畦畔の土には砂質土が混入しており区別された。 4' 

号畦畔は、下端幅でllO-120cm、上端幅で25-50cmをはかる。畦畔の盛り上がりは明瞭で、畦

畔の上面と作土上面の比高差lま7-10cmで、為る。 6号畦畔は、南壁セクション観察によると、

下端幅l05cm、上端幅55cm、作土上面と畦畔上面の比高差は10cm程で、ある。断面形は、台形を

呈する。

VIb層は、水田3(A-B-12-15)に限られた分布範囲を示している。 この期の畦畔は検

出しておらず、北壁の断面観察により確認したにすぎない。また、プラントオパール結果から

も水困層として疑問が持たれている。しかし、オ遺構の検出面とな っており、 一時期の遺構面

としてとらえてよさそうで、ある。

〈出土遺物〉 刊a層からは、土師器、須恵器、瓦、転用硯、 赤焼き土器、土製カマド片など

がある。

J4ヨ 三ミ、

警予~
。 10明

2 

外 面鈎 ~ 内 節 B同 E置
070ナヂ

，、ケ人 へラ削') Iハケ人へ予間判、ナヂ

凝固H、l草書0.9棚、 内面にキズがみられる

第14図 VIa層水田跡出土遺物

(6)酸化鉄帯状集積帯

4套宗主

三一-7
「J'一ーー『ーーーー 二コ:

本調査区内全域で酸化鉄帯状集積帯カf認められた。この集積帯-は、ほぽ一定の標高(約2.3m

前後)で平行に集積し、北壁断面東側では第Va層上面に、西側では 咽層グライ土上面にみられ

る。基本層位の項で述べた撞色の管状酸化鉄斑紋が、同集積帯直下から下垂し、第 I-N層に



認められる酸化鉄集積帯とは誕なる。このような特徴をもっ斑紋は量管状樹立(註8)と呼ば

れでいるものに酷似し、地下水位変動層の指標とされている。間集積帯より下層は水分を多く

含み、部分的に酸化層→グライ帽の層序が認められる ことから、地下水の変動がくりかえされ

たと考えられる。プラントオパール分析の結果から、第VIa層が短期間ではあるが水田が営まれ

たとのことである(註9)。また、部分的に畦畔も検出しており、同層が水田として使用された

ことはほぼ間違いないと忠われる。これらのことから、本調査における最も古い段階での稲作

は、地下水に依存した水田形態が予想されよう。

(7)足跡

足跡は水田 1-4のVa層上面において検出された。埋土は、灰白色火山灰の小フ.ロックと

作土を近似した掲灰色土が混じった土である。

足跡と思われるものは掘り込み調査をしたものだけで、総数58を数え、その内足跡と判断さ

れたものは10個、さらにその可能性があるもの 5個がある。足跡と判断されたものの特徴は、

親指の痕跡、爪先部が深く中央部(土踏まず)が高い、かかとの部分がやや深いなどがあげられ

る。長さは20-22cmが多く、 17-18cmも若干見られる。深さは最大深(爪先部)で4-6cm、

最小深(かかと部)で2-3cmをはかる。走行の方向、歩幅はばらつきが多く追うことはできな

いが、水田 2(815グリット)、 3に密集している。また、ハート形、 もしくは不整円形を呈す

る窪みが5個検出された。先が二段に分かれるのが特徴で、これらの形態を示すものは、牛の

足跡と考えられている。

直径は10倒前後で、方

向、歩幅は不明である。

なお、町屑を埋土と

したくぼみも多数観察

された。灰白色火山灰

を含むピット群よりは

・時期新しいと見られ

るが、 そのi生干告につい

ては不明である。

~ t(， ~ fd) ~ 

U ~ 守2Jr; ~
r-h7 i'b8 
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杓
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第15図足跡平面図
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(8)耕作痕

耕作痕は、調査区東側の徴高地項部からゆるやかに下る斜面に検出された。不整長楕円形を

呈し、大きさは様々であるが北東方向を向く点で一致している。確認面は、 咽層上面で埋土内

には灰向色火山灰が粒状に入っている。埋土は上部に堆積していたア層に近似している。深さ

は2-4 cmで、底面は凸凹が激しい。時期は灰白色火山灰が粒状に混入することから、10世紀

前半以降と考えられる。出土遺物は、土師器杯 ・襲、 須恵器杯 ・盤、赤焼き土器杯 ・襲、土製

カマド片、円面硯などがある。

¥て-斗 uペ よも キτ7
3 

度ヂ「 ミ Zヰ吋 5 ~6

No 樋 8. o 噴喜 噂 t呈 外語銅~ 内面調餓 綬存 ロ"庇 I量 お高

‘ 
1t 

自目思濁 I~ ア IIJ 10'0ナヂ 底.自転へラ切・J ロクロナデ (14.8) (9.6) 3.1 V煩

2 . . . . . . 1/3 (13.6) 6.8 3.5 V.Il 
3 . 董 . . . eJ 

4 . 川由規 . 4・ . . .的..歯.胸周、aR，vJ，，a則

s . . lZimB明言 . . . 
6 . 小倉?，;: "'.圃 ~ . lIø回転糸切~ ? . . 4.3 

第16図 ア雇 ・耕作痕出士通物

(9) N膚上菌検出遺構

N層上面では、S004・08・24がある。

3粂の識は鯛査区南側において検出された

東西に走る鴻である。 SOll・23を切り、

SO 04・08は6号畦畔の b期に対応する

畦畔に覆われている。さらに S004はSO

06を切っている。

S004は、全長が約17m、上幅 0.6-

1.55m、下幅0.35-0.8mをはかり、中央部

が脹らんでいる。深さは約50cmである。断

面形は底面がほぼ平坦な逆台形状を呈する。

堆積土は全体的に灰色を基調とした粘質土

である。出土遺物は、土師器杯 ・高台付杯 ・

Fト 2.600~ F' 

5004土膚観察察

層住 土 色 僧 唱

E IOYR4/1泌灰色 荷量化鉄・ 7 ンガン"を合ι・.
z 2.5Y 5ハ貧灰色 減量電色のシルトa紗をプロ yタ.v:に含む.
3 2.5Y 3/1縄問。色
4 2.5Y 4/1賞灰色 グライIt

s 2.5Y‘111慣灰色 ず守イIt

6 10YR3/1鳳禍色 砂慣で少E置の炭化"を含ι・.グライIt

7 2.5Y 4 /1貧灰色 s1の刷唄土量含む."?-ilt 

S 008土居観察豊島
回出 且 土 色| 備

2SY4/1貧困匝色|砂網走しま状に合む.
Z5Y4/1貧灰色|砂位を合ι:.ゲライ化
7SY4/1灰 色|上刷より純子が鷺ぃ。グ，ィIt

第17図 SD04・08セクション図
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饗、須恵器杯 ・饗、査があり、他に瓦や土製カマドの小破片と砥石が出土している。

SD08は 、全長が20m以上、上幅1.05~1.6m、下幅0 .7~0 . 85m をはかり、西側でやや)J長らんで

いる。深さは約55cmである。断面形は rUJ字形を

呈する。堆積土は上層が褐灰色で、下層は黄灰色を

基調としている。全体的に粘性がある。出土遺物は、

土師器杯 ・饗、須恵鵠杯 ・饗 ・蓋があり、他に瓦と

土製カマドの小破片がある。

SD24は、全長が約6.7m、上幅約0.4mである。

堆積土は上層が暗褐色を呈する砂質土で、下層は黒

色を呈する粘質土である。この溝は平面プランの確

認を行な っただけである。

、メ三号よλ、

(10) 整地 層

外国劇 銭 | 内 繭 翻 重 量

絹 1 07ロ-H'.天井部回転へラf1Jl~ Iロクロナデ

第四国 SD08出土遺物

整地層は調査区の北西部において検出され、 a.b.cの各層に分けられる。

0 5cm 

整地層 a は褐灰色のシルト層で、 2cm~ 3cmの庫さをはかり、下層には灰白色火山灰層(5cm

~8 cm)が堆積している。A.B ~4 ・ 5 グリット付近の窪み状のところに灰白色火山灰が堆積

したのち整地盛土したものである。層中にはカーボン、粒状の灰白色火山灰が含まれる。灰白

色火山灰層には褐灰色シルト質土が粒状に少量混入する。

整地層 b は褐灰色の砂質シルト層で、層厚は10cm~20cm をはかる 。 01~10ライン、南はC ラ

インまでにみられる。整地層 aに比べて土の粒子が粗くしまりがない。07ラインより東では上

面に灰白色火山灰がプロック状に分布している。層中には大形の土器片や土製カマド片が多量

に含まれており、さらに全体に均質な堆積をしていることから、居住地およびその縁辺から採

土したものを一期に盛土したと考えられる。黄灰色土の小ブロック、カーボンが含まれる。

整地層 cは褐灰色のシルト質粘土層で、層厚は 5cm~l Ocm をはかる。 01~02ライン、南は A

ラインまでに堆積する。堆積状況および遺構が介在することから整地層 bに先行して行なわれ

た整地事業と考えられる。セクシ ョン観察によるものでその全容は不明である。

(11) 整地層a上面検出遺構

整地層 a上面では、 SAOl、SD02・03・05・06がある。

SAOl :整地層南端の SD02の底面において検出された。SD05を切っている。東西に 5間



の柱列跡で、方向はN-78u-Eである。柱聞は西側から

1. 50m + 1 . 35m + 1 . 30m + 1 .90mをはかる。各掘り方は円

形で、徒20-30cmである。各柱穴には径約10cmの柱痕跡

がある。柱穴の埋土は黒色の粘質土で、 咽層の土がブロ

ック状に含まれ、さらに灰白色火山灰が粒状に含まれて

いる。出土遺物は、柱穴 ・柱痕跡から土師器杯 ・費 ・須

恵器杯 ・饗の小片の他に土製カマドの小片がある。

SO 02:整地層南端において検出した東西に走る溝跡

でめる。南側へやや湾曲し、西側では南西方向へ延びる。

B 04グリッ卜付近では北側へ張り出している。この溝は

東側で 6号畦畔の b期に対応する畦畔に覆われ、 SB01、

SA01、S005・06を切っている。構の上幅1.15-1.4m、

下幅が0.7-1.05mで、東側の幅が広くなっている。深さ

は東側で約15cm、西側で約25叩と西側に傾斜している。

断面形は緩やかな船底状を呈する。張り出し部は、長さ

約2.9m、上l幅約0.6m、下幅約0.5mをはかり、深さは約

10crnである。断面形はrUJ字形を呈している。堆積土は、

上層が艶地層と類似する褐灰色土で、下層は黒褐色土で

ある。出土遺物は、土師器杯 ・費、須恵、器杯 ・葦 ・饗 ・

輩、赤焼き土器杯 ・高台付杯があり、他に瓦と土製カマ

ドの小片が出土している。

SO 03 : 6号畦畔の北側で検出した。 6号畦畔北側で

は畦畔の両側を走り、 B06グリット付近でI粂になる。

S007・10・22、SK01を切っている。規模は、西側で

上幅約O.4m、下層0.15mである。深さは北側で約10側、

南側で約7仰と北側へ傾斜している。断面形は船底状を

呈する。堆積土は、上層が黒色の粘質土で、下層が黒褐

色のシル ト質土である。南側ではS002の2層

と非常に類似し、またSD02との切り合いが確

認されなかったことより、 SD02と同一の溝

であると考えられる。出土遺物lま、土師器杯 ・

高台付杯 ・襲、須恵器杯 ・高台付杯 ・塑・ 筆、
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柱穴住痕 土層鶴察霊安

| 土色|綿

|lOYR7/1灰 白色|鮎土質シルト

骨

4主穴沼り:方 土膚重量寄需要堅

| 土 色 | 鎗 母

1lOYR:;/2 h臣賞制色|砂賞、灰白色火山灰を位• .(.1(に含む

第20図 SAOl実測図
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赤焼き土器杯 ・高台付杯 ・繋があり、他に瓦と土製カマドの小片が出土している。

5D05: 5D02底面において検出した。 形態は5D 02と同じである。 5AOl、5D06に切

られ、また 6号畦畔の b期に対応する畦畔に覆われている。 規模は上幅 0.45-0.8m、下幅

0.25-0.4mである。 j菜さはf今20cmをはか

る。断面形は船底形を呈する。張り出し部

，j:規模が長さ約1.8m、上幅約0.6m、下幅

約0.35mと5D02より小規模になる。 深さ

は整地層上面より約25cmである。断面形は

rUJ字形を呈している。堆積土は褐灰色を

基調とした砂質シルトである。出土遺物は、

土師器杯 ・高台付杯 ・費、須恵器杯 ・高台

付杯 ・費・壷、赤焼き土器杯があり、他に

瓦や土製カマドの小片がある。

ト
2.7色村

蜘ーロ
一一昨
一一
一向

5D06: 5D02底面において検出した。 5AOlに切られ、 5D05を切っている。規模は全長

約2.3m、 上幅約O.4m、 下幅約0.3mで、 深さは約10cmをはかる。 断面形はrUJ字形を呈し

ている。推積土は 禍灰色を基調とした砂質シルトである。出土遺物は、土師器鞭や瓦の小片

がある。

¥ 悼ーーヂフ

ミーヨ--~ 。 4 

lOan 

内面 倒銭

。?Oナヂ

ロクロナヂ.11今日

ロ?Oナヂ

へ'ミガキ、 I!I色処I!

第22図 SD03・05出土遺物

(12) 整地層b上面検出遺構

整地層 b上面では、 5801・02、5D07、5KOlがある。

24 



N04 

5B 01:調査区西北部で検出された。5D 05によって南東部が切られている。桁行2問、梁

行2聞の総柱建物跡である。建物方向は東側柱列では南側の柱穴が削平されているが、発掘基

準線にほぼ一致する。北側柱列はE-20-5とやや傾きがある。桁行柱聞は北列西側から1.8

WIO 

(ヲ 白

N03 

Aト

備考

h"白色火山脈プロ ックを.J;.!ill;1-む

砂賞、黄色士投やカーボンを企む

1.1111.1色枯貧土告書〈含む

2.7∞m 
→K 

S 802 土11ft察委

層住 l 土 色 l 傭

① いOYR4/2灰賞泌色土|絡すをつよい

2)1 • 15BOl2/111と問ヒ

第23図 S801・02実測図
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再
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m+1.5mをはかる。各掘り方は段掘り状に掘り込み、柱を建でている。平面形はほぼ方形を呈

するものと楕円形を呈するものがあり、規模は48X55cm-60X72cmである。各柱穴には柱痕跡

が検出されており、径が約25cmの円形である。柱穴 ・位痕跡の埋土は、ともに整地層と非常に

類似している灰黄褐色土である。柱痕跡の埋土中には灰白色火山灰が小プロック状に含まれて

いる。出土遺物は、掘り方 ・柱棋跡から土師器杯 ・襲、須恵器杯 ・饗 ・査のノj、片の他に土製カ

マドの小片が出土している。

S B 02: S B 01の北側で検出した東西に並ぶ2個の柱穴と、西壁断面でl個の柱穴を確認し

ている。これらと組み合う他の柱穴が、南側と東側で検出されなかったことより、調査区外へ

延びると思われる。平面で確認した 2個の柱穴は楕円形を呈し、約45X55cmの規模である。両

柱穴には柱痕跡を検出しており、径が約20cmの円形である。柱問は1.5mであり、建物方向は

発掘基準線にほぼ一致する。柱穴 ・柱痕跡の深さは約15cmと非常に浅く 、おそらく k方部が削

平されたものと思われる。柱穴 ・柱痕跡の埋土は整地層と類似する灰黄褐色土である。出土遺

物l主、掘り方より土師器輩、須恵、接杯 ・費の小片がある。

SD07: 6号畦畔東側にお Hト

いて検出した南北に走る講で

ある。 S003、SK01に切ら

れ、 4号畦畔、 S014、SK

02を切っている。規模はよ幅

1.4-1.6m、下幅O.6-0.9m

をはかり、深さは約20cmであ

る。断面形は底面がやや平坦

なrUJ字形を呈する。堆積七

は禍灰色を基調としたシル卜

1. SBOl出土

2-4. SD07出土

2.70~ H' 

。 1m 

S KOl 土庖観覇軍聖書

層住| 土 色 l 鱒 ，'f 

I I 10YRS!1鎚11<色|会偽札灰白色火山灰、倉-;!!ン含む

Z 1 ・ |シルト.給佳が若干強〈、灰白色火山脈が1>~い

S DOワ土層観察褒

層住|上 色 I f. I号

① いOYR5/1制灰色1;.ルk 灰白色火山灰・マンガン技量青む

② | ・ |桃J:fIシルト .b州色火山1/(・トポンIUピ晶

第24図 SKOl・S007セクション図
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で、 2層には多量の灰白色火山灰を含んでいる。 1層上部には整地層と類似する土が認められ

た。出土遺物は、土師器杯 ・高台付杯 ・費、須恵器杯 ・饗 ・査、赤焼き土器杯、瓦や土製カマ

ドの小片があり、他に土錘が1点出土している。

S K 01 : 6号畦畔東側において検出した。 SD 03に切られ、 SD07を切っている。平面形は

長楕円形を呈し、長軸約2.9m、短軸約1.1mで、ある。深さは約20cmをはかる。断面形は船底形

を呈している。堆積土は、褐灰色を呈するシル トで、灰白色火山灰がプロック状に含まれる。

出土遺物は、土師器杯 ・饗、須恵器饗 ・査があり 、他に土製カマドの小片が出土している。

1 

2 

τ=ヨ二三千
外 術 創 量 産 l 内面開重量

ヘラミガキ liliナ デ

ロタロナヂ、制凶断切り |ロヲロナデ

ロ7ロナア ! 
;時2J&12沼l_O"，""，:';<'J 11詞毛 g

第26図 整地雇出土逼鞠(1)
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トh 被別 ¥s形 M (立 外語絢 3草 内面倒鐙 残存 日後 Eまt量 まi1i窃 僻 4雪
1 土郎総 事不 f童:tt層 ロ7ロナデ時m-mm ヘラミガキ、黒色処理 ー告E (7.0) 

2 " 4炉 f草地層b 4・底部手持ヘラ骨11" " 
φ 1/4 (11.1) (6.2) 3.5 

3 " ~ ~ 4・底部手持ヘラ刻。1 " " 告E(14.5) (6.8) 4.4 
4 4シ ..， ..， 4・ほ節目伝来切" ~ " 1/3 (13.0) 6.0 4.4 ヘラ!~品。
5 " " " 4・ A砂 ..， 4砂 1/2 (14.0) (6.0) 4.5 
6 。 イシ 。 • 4砂 。

" 】1/3 (14.0) (5.6) 4.6 
7 今 " " • 底部回転品切リ? ..， 

" 1/4 (16.8) 5.8 4.7 
8 。

" 
@ ロクロナデ ..， ..， 

" (24.6) (13.6) 6.5 
9 ..， Zも台付事事 ..， ロデロナデ底部回転車切リ ..， ..， 

" (18.0) 8.0 6.9 
10 須恵器 f不 鐙 j也層 φ 腹部回転ヘラ切" ロタロナテ' 完形 12.3 6.9 4A V類

11 ⑮ 4砂 ..， @ 底部回転ヘラ切リ、ナデ ..， 
lパ (14.3) (7.2) 4.2 NUi 

12 ..， 宅診 ~地層b @ 底部自転ヘラ切リ? ..， φ (11.6) (7.0) 3.9 
13 φ 4月ヤ 盤地層 • 底部回転車切リ " 1/2 13.1 6.5 4.0 ¥IUi 
14 4砂 " 箆地層b 4・ . φ 

lパ (13.9) (4.5) 4.9 ¥1鋲
15 ..， ..， 4陥 @ . 4砂 む〆3 (14.6) 6.6 4.7 W類

16 4シ 主E 後:ttli ロ7ロナデ 4砂 告。 同q 車定町ゐ.， 
17 ..， 4シ . ..， ..， 8.0 

第27図整地層出士通物(2)
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(13) 刊層上面検出遺構

内面. 1:¥ 
ロタロナ."

ロクロナテ'、術ナヂ

ロタロナヂ

ヘヲナヂ

脅持軍誠実、ヘラナヂ

第28図整地層出土遺物(3)

w層上面では、 S009・10・11・20・21・22・23がある。

3 

1加n

S009: SD05の南側において検出した東西に蛇行して走る溝である。 SA01、S002・11・

11・23に切られる。規模は上幅約0.25m、下幅約0.15mで、深さは約10仰をはかる小識である。

断面形はrUJ字形を呈する。{+'，土遺物は、土師器杯・費、須恵器杯・繋があり、他に土製カマ

ドの小片が出土している。

S 010: B 05グリット付近で検出した。西側で南へほぽ直角に屈曲する溝である。S003に

切られ、 S020・22を切っている。 規模は全長約2.8m、上幅約0.3m、下幅約0.25mで、深さは

約8cmをはかる小講である。堆積土は褐灰色を呈し、砂質シJレトである。出土遺物は、土師器

29 
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饗、須恵器杯 ・高台付杯がある。

S 020・21.22: 6号畦畔西側

において検出した南北に走る講で

ある。新旧関係はSD20→ S D21 

→ S D22となり、 SD 10・11に切

られる。 SD20は、上幅が約1.1m、

下幅が約0.3mで、深さは約20cmを

はかる。断面形は船底形を呈する。

堆積土は黒色を呈し粘質である。

S D 21は上1隔が約0.7mで、 断面

に」己-:11

Jト 2.ωOm →J' 
I ト 2.側~ I'

勿揚
?S010  5oan 

S 0 10 土膚観察表

層住|土色 l 備 考
l I lOYR6!1 ~ 灰色 |砂質シルト、 般化鉄・マンガン絡を含む

S 0 11 土膚観察表

層住|土色|備 考

l I 10YR 4!2灰賃制色|プロ γ ヲ~判鉄鉱含む

2I 10ぜR3!1I品潟色 |鮎i'N土

SO  23 土膚観望書表

唱聖

第30図 SD10・11・23セクション図

A
出

Jf 

5 

1. S010出土 2-6. SOl1出土
。 6 

1加 n

~ 強 別 お 耳事 耳同 健 外語調 3置 内面 2・R 銀nロ11 底 f量 ;a，!S • 骨

I iII 忠告 百臨 台 tf. iI I 層 ロ7ロナチ'底鶴田伝ヘラ切リ ロタロナテ' -$ 高省欠t員
2 . 1邑 自" 3 栴

. . . 
3 . f手 111 4 Itf . 8:節手持へ予.') . 1/3 (14.8) 8.2 7.0 n1Jl 
• よ師舗 司Z 明!i! I 暢 手持ヘラ削・1.ナデ ヘラナヲペ手持へ'/111') -1Id (15.3) 
s . lIf !i! 4 府 情ナヂ、刷毛B.へラミ fキ 1.ナデ . (24.4) 1:傾
6 4・ 雪量 続 1 補 ロ7ロナデ へラナヂ . (37.4) 日制

第31図 S010・11出土i貨物
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形はrUj字形である。堆積土は黒褐色を基調としたシル卜である。SD22は西側をSD20・21に

切られているため規模は不明である。断面形は緩やかな rUj字形である。堆積土lま黒色を基調

としたシルトである。各溝からの出土遺物は、土師器杯 ・費、須恵器杯 ・費 ・葦があり、他に

土製カマドの小片が出土している。

S D23:調査区西側において検出した南北に走る溝である。

S D 01 . 02・04・05・08・11に切られ、 SD09を切っている。

規模は南側をSD04・08に切られ、さらに西壁をSD11に切
1 

05叩

られているため不明である。堆積土は上層が黒褐色で、下層

が灰黄色を呈し、全体的に砂質である。

外面銅銭 | 内 節 制 緩

層面 | 品写、r~ f.ms-ド肝岬へ明。|ロタロナヂ

第32図 SD21出土遺物

(14) 咽膚上面検出遺構

明層上面では、 SD12・13・14・15・16・17・18・19・25、SK02がある。 SD12は調査区北

東部において検出した東西に走る講である。 SD13-18は6号畦畔の東側で検出し、 SD13・

14・15・161ま南北に走り、 SD17は傾斜し、SD18は南北に蛇行する灘である。 SD19は811グ

リット付近で験出した東西に走る講である。 SD25は調査区東側において検出した調査区基準

線に対して傾斜する溝である。

S D 12: 1号畦畔に覆われ、

ピットや耕作棋によって切られ

ている。規模は上幅がO.95-l.2

m、下幅が0.35-0.5mで、深さ

は約15cmである。断面形は緩や 、捕
、.....，( 量ー

かな rUj字形を呈し、両壁に

は打ち込み杭の痕跡がみられる。

堆積土は黒色を呈し、 粘質であ

る。出土遺物は、土師器杯 ・饗、

須恵器杯 ・聾があり、他に土製

予
U

川、 3 

1Oc:m 。
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第33図 SD12出土遺物
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土師z:l 積 読 1.111 ロ7ロナT.体草干培、臨芋持い潮jヘヲミ fキ.胤色処哩 実形 (12.7) 5.8 4.4 r.<J向へ予書事

2 土師窃 稿 ~1 噂 ロタロナヂ~ tU51'!l伝来fIlリ ヘラミ ffキ./A色処理 2/3 14.2 6.3 4.2 
3 土防笛 t干 E高 1府 ロタロナデ ヘラミガキ.瓜色処喧 1/4 (14.6) (7.0) 4.4 外語J!，t減

4 土師鐙 ~ 第 111 へ">'1"'.ヘラ削'1 ヘラミ ffキ.11色処J!I $1 (5.2) 

5 土 Mi椛 f事 郡 1.111 070ナ'1'.底償問転車切リ ヘラミガキ、/lI色処理 1/4 (15.8) (7.2) 4.4 内ilii$滋
6 m 慰錨 稿 liI 2婿 ロタロナヲ円~iI:師団紙糸切 リ ロタロナヂ 一舗 (6.2) 

7 lJ1思器 係 m1Tt1 07ロナT.匝EM回転車切リ ロ')ロナヂ 部 (6.6) 

8 1II恕鈴 f平 第 111 ロ7ロナT.tl8G回経へラ切'1 ロタロナヂ 一 部 (7.2) 1!:占123町 胴

9 苛1忠お 2置 W， IJO ロ70ナデ;JItν、ラ捌 '1. 1If~ナヂ 指ナヂ 一部 (9.4) 

10 須恵笥 査 M 2騎 ロタロナデ ロ7ロナヂ 舗

11 t師寄 1I 続 11i1 平行叩書-0タロナヂ ロタロナヂ 一筋 (24.1) 0111 
12 須lJz:l ¥t m 2婿 平行叩畢『ロタロ1'7' ロタロナヂ - 1$ (17.2) 

13 本製品 丸木弓 1ft 2 司自 現存畳 47.2岨‘直径約 2.3...全体に面取q前官τいるが'"触が著い‘・縫舗にう';;('1をsL.侠?15をつ〈る.

第34図 SD13出土遺物
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カマドの小片が出土している。

s 013: S 016・17・18に切られている。規模は丙側がs016に切られているため不明であ

る 。 深さは約40cmである。~は緩やかに立ち上がる。堆積土は上層が黄灰色で、下層lま黒褐色

を基調とし、粘性がある。出上遺物は、土師器杯・聾、 須恵鴇杯 ・高台付杯・襲・蛮がある。

S D 14: S D07・04・08・16、SK 01 . 02によって切られ、SD 15を切っている。上幅が約

1. 2m、下幅約0.5mで、深さは約50cmである。断面形は緩やかな rUJ字形を呈する。堆税土は

上層が黄灰色で、下層は黒褐色を基調としたシルト質である。出土遺物l立、土師器杯 ・費、須

恵器杯 ・寝 ・査があり、他に土製カマドの小片や曲物底板が出土している。

S 015: S D 14・16に切られ、規模は不明である。堆，rl土は上層が黒褐色を基調とし、下府

lまにぷい黄褐色を呈する。出土遺物は、土師器杯、須恵器杯 ・曹がある。

S 016: S D 13・14・15を切っている。上幅が約1.1m、下幅が約O.6mで、深さは約50cmで

¥ 陣ν71

¥ご主v2
号室V

ミまプ;
ど~二;3 9

ャ 土 J

。
10 

~ 種別 g 形 峨 位 外商銅盤 内面鯛鐙

土師語 t不 ii1 3樋 ロ7ロナデ‘ E~ 回転車場。 ヘラミガキ.瓜色処浬
2 土師 g 杯 E巨 3幡 ロ7ロナデ、 14$回転車切q へラミガキ， 111色処理

3 土師務 杯 >slli ロ7ロナヂ、底ll1i回転来切り ヘラミガキ、IJ.¥色処理
4 土師務 き置 m 2層 ロ7ロナデ、 ロ7ロナデ

5 オ:t河総 茸 血l m 2/j語 ロPロナT.ttl!ll自転車切り へラミガキ.瓜色処I理
6 想1忠告詩 杯 m 2/1量 ロタロナヂ.腹部回転車切り ロタロナヂ
7 須息鉛 杯 lil 2蹟 ロpロナヂ.底部副伝来切り ロ7ロナヂ

8 須恵怨 高台付与手 t自2Itf ロ7ロナヂ.tU5回転車切り ロ7ロナヂ
9 須恵器 宝主 illltI ロ7ロナヂ. J首ナデ
10 車両恵 2量 f霊 鉢 ill層 ロ7ロナデ.ISIÍ"、予倒弘底~tT ロヲロナヂ
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11 木製品 也tlJoI!!i 第 1111 自EH材、直径18.8圏、厚き0.8""側面11!ii取りがさtt.'I'置lニキズがJ滋あり。

第35図 SD14出土遺物



ある。断面形は fUJ字形を呈している。 堆積土は上層が黄灰色で、下層lま黒褐色を皇し、全

体的に粘牲がある。出土遺物は、土師器杯 ・費、 須恵器杯 ・費 ・萱があり、他に土製カマドの

小片が出土している。

¥て一一匡主4ク
z 

3 

6 

。 lC同
7 

I>b 積別 iJ形 114 {j主 外面調童書 内 商 問 鐙 観4字 l-H量 blf是 器耳耳 繍 考 |

1 よ 飾2i 事事 高~ 3層 ロ?ロナf、腹部手持ν、ラ間'/ ヘラミガキ、斜色処麿 811 (7.3) 

2 ~.Il !!. j!，~ ~ 務 2sw ロ7ロナヂ、~~~転糸切リ ロタロナヂ 脅事 (6.2) 

3 須1!ti"J 翌E lH 2層 ロ?ロナデ‘ ロタロナデ -~ (7.1) 

4 ~Jt /.1.{ i'.iI 鐙 li1 2層 ロ?ロナ7'.f事fiJ下謡回転へラnlJ'/ ロタロナヂ -811 (8.4) 
5 ~$l X革路 :IHJl2置 !II 3局 ロクロナT、 ロ7ロナデ ー部

6 m~ i'.iI 盗 !IIIIO ロタロナデ、 ロクロナデ、ヘラナヂ 一郎

7 ~.<<怒i'.iI 雪量 Z高2婿 ロ7ロナ久平行叩き ロ7ロナデ -eu 
第36図 SD16出土遺物

S D 17: S D 13・18を切っている。 上幅が約O.7m、下幅が約O.4mで、深さは約10cmである。

断面形は緩やかな fUJ字形を呈する。 堆積土は黒褐色を呈し、 シルト質である。出土遺物は、

土師器杯 ・費、須恵鵠杯 ・聾があり、他に土製カマドの小片が出土している。

S D 18: S D 17に切られ、 SD 13を切っている。上幅が約1.05m、下幅が約O.5mで、深さは

約25佃である。断面形は fUJ字形を呈している。堆積土は黒褐色を基調とし、粘質がある。

出土遺物は、土師器杯 ・襲、須恵器杯 ・饗がある。

S D 19:上幅がO.7-0.85m、下幅がO.35-0.5mをはかり、中央部が脹らんでいる。深さは

lO-20cmをはかり、丙側へ傾斜している。断面形は fUJ字形を呈している。 堆積土は黒褐色

を基調とした粘土質シルトである。 出土遺物は、土師器杯 ・費、須恵器杯 ・聾 ・査があり、他
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に木製の盤や土製カマド片が出土してい
Kト 2.4叫K'

る。

? 内
S 019 土層鍛務理堅

SD25: 3号畦畔のV層(d)に対応

する畦畔に覆われている。上幅は約0.6

mで、深さは約30叩をはかる。断面形は

船底形を呈する。堆積土は黒褐色を呈し、

粘質である。この溝は平面プランの確認

だげである。
層位|土色|剣 考

S K 02: S D 14を切っている。平面形

は長梼円形を皐し、長軸約1.3m、短軸約

1IOYR3!1以尚色 |仏土慣シルト‘宵灰色枯土賢一tをヂロッタ4却:書む
1OYR3!2則自国色 | ・ 樋鞠1置を含む
1OYR3!1鍋制色 | ・ 脅威色J:H'1tI7?t却ニ多量tこ混入

第37図 S019セクション図

0.8mをはかる。この土墳は平面プランのみの確認である。

(15)ピッ ト

ピットは多数検

出されたが、特に

西側の鴨層上面と

調査区北東部の徹

高地である第晴層

上面に集中してい

る。これらのピッ

トの中で柱痕跡の

あるものが、建物

跡として組み合う

かは不明である。

3.出土遺物

、子三ド三ズ 室三三

くご二

3 

1・3.SD19出土 2. ピット25出土 。

外面調 12 I 内 uii 倒 g
ロタロナ沢底部回転ヘラ切リ?Iロ?ロナデ

第38図 S 0 19・ピット出土i貨物
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今回の調査で出土した遺物は、土師器、須恵器、赤焼き土器、灰軸陶器、緑軸陶器、中世の

青磁、近世の陶磁器などの土器類の他に、瓦、土製カマド、土製品、木製品、金属製品、石製

品がある。この中で須恵器の出土量が最も多く、土師器がこれに次ぐ。また、土製カマドの出



土量も多い。

これらの出土遺物は、整地層からの出土が最も多いが、 全体の器形を復原できるものはその

量の割には多くない。

次に各出土遺物の特徴について述べていきたい。

(1) 土師 器

土師器には、杯、高台付杯、高杯、耳、皿、蓋、費の器種がある。この中で杯の出土壁が最

も多い。

〈杯〉

杯の製作技法から大きく 2つに分類される。I頬はロクロ未使用のもの、 E類はロクロ使用

のものである。さらにE類については、底部の切り離し技法と調整技法により細分することが

できる。

I類:ロクロを使用していないものである。底部は平底で、口縁、体部が内警して立ち上が

る(第11図 1)。 内面はへラミガキ ・黒色処理をし、外面は上半部ヨコナデ、体部下端から底

部にかけて手持ちへラ削りを施している。

E類:ロクロ使用のもので、内面にへラミガキ ・黒色処理を施している点で共通している。

底部の切り離し技法により 3種類に分類することができる。

lla類一体部下端および底部全面に調整され、切り離し痕跡が残らないものである。調整

の技法は、回転ヘラ削りを施すものと手持ちヘラ削りを施すものがある。法量や器形にばらつ

きがある。体部は全体的に内管気味に立ち上がるものと車線的に外傾し立ち上がるものがある。

llb類一回転へラ切りのものである。出土量lま非常に少なく、また小破片のため図示でき

るものはない。調整は、無調整のものと手持ちへラ削りを施すものがある。

llc類 一 回転糸切りのものである。無調整のものと底部周縁に手持ちへラ削りを施すもの

がある。法量や器形にばらつきがある。{本部は全体的に内湾気味に立ちょがる。

〈高台付杯〉

出土量が少なく、図示できたものは l点だけである。器形は、体部が内奪気味に立ち上がり、

口縁部で外反するものである (第27図9)。内面はヘラミガキ・黒色処理されている。高台はあ

まり外にふんばらない。

〈蓋〉

出土量が少なく、破片のため全体の器形は不明である。第38図2は口縁部の小片で、口縁端

部を下方に折り曲げている。外面はロクロナデ、内面から口縁端部の外面までヘラミガキを施

し、内面はへラ ミガキ ・黒色処理をしている。

〈耳皿〉
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2点のみの出土である(第11図6、第35図5)。杯部を両方から内側に折り曲げて耳にしてい

る。内面にヘラミガキ ・黒色処理を施している。底部には回転糸切り痕が残る。

〈褒〉

出土量は多いが、ほとんどが破片のため図示できるものは少ない。成形の際にロクロを使用

しないもの(l類)と使用しているもの(ll類)がある。

I類 :出上涯は少なく、図示できるものは 1点のみである。第31図5は口縁部が外反する警

である。f本部の大半を欠損しているため全体の形態は不明であるが、府剖lが張ることから、 f本

部は球形になるものと推定される。外面口縁部は刷毛日後横ナデ、胴部は刷毛目後ヘラミガキ

を施している。内面は口縁部を横ナデしている。底部に木葉痕や延状圧痕の残るものがある。

B類 :小形のものと大形のものがある。 小形のものは、口縁部が外反し、端部が上方につま

み出される。最大徳の位置が口縁部にあり体部がやや張るものである。体部下端にヘラ削りを

施すものや、底部に回転糸切り痕が残るもの(第26図2)もある。大形のものは、口縁部が外反

し、端部が上方につまみ出されている。最大径が体部にあるものと円縁部にあるものとがある。

前者は、体部外面に縦方向のへラ削りを施し、内面は横方向の制毛目か官包されている。

この他に、体部から口縁部にかけての破片で全体の器形は不明であるが、{本部が直線的に外

傾しながら立ち上がり、口縁部でやや直線的に外反するものがある (第31図的 。

〈高訴〉

脚部の破片が1点出土している。円筒状を呈し、中央部が膨らむものである。外面はへラミ

ガキを施し、内面は指ナデを施している(第26図1)。

〈不明土揖〉

体部下方部付近の破片で、 2点(第7図9、第14図2)出土している。体部は直線的に外傾し、

底部は rLJ字状に外側へ聞くものである。器面調整は、 外面体制をへラ削りし、外側に曲折

する付近を工具状のものでナデている。 内面は体部にへラナデを施し、体部下端からJ底部にか

けてへラ削りしている。

この他に羽釜と忠われる土器が出土しているが、小破片のため図示することはできなかっ

一，~ 。

(2) 須恵器

須恵器には杯、高台付杯、葦、査、費の器種がある。この中で杯の出土i誌が最も多い。

〈杯〉

各堆積土中から出土しているが、整地層、第皿層からの出土が最も多い。これらの杯をロク

ロからの切り離しゃ調整技法から、 7種類に分類することができる。

I類 :回転へラ削り調整を底部全面に施しているため切り離し痕跡が残らないものである



(第10図2)。図示できたのは1点だけである。体部は直線的に立ち上がり、そのまま口縁部に

至る。

H類:手持ちヘラ削り調整を底部全面に施しているため、切り離し痕跡が残らないものであ

る(第10図3、第31図3)。第31図3は全体の形態がわかる唯一のもので、体部が内苛気味に

立ち上がる比較的大形のものである。底部の削りは一定方向に施されている。

目類:回転へラ切り後、底部及び体部下端にかけて手持ちヘラ削りを施しているものである。

図示できたのは 1点のみで、 f本部はやや直線的に立ち上がり口縁部に至る(第11図 2)。

町類:回転へラ切り後、軽〈ナデ調整を施しているものである(第7図8、第27図11)。体部

はほぼ直線的に立ち上がり、そのまま口縁部に至るものと口縁部でやや外反するものがある。

この類の中には体部下端から底部周縁のみにだけナデ調整を施すものがある。

V類:回転ヘラ切り後、無調整のものである(第12図5、 第16図1・2、第27図10)。 体部

は官線的に立ち上がり、そのまま口縁部に至るものと、ロ縁部で外反するものがある。この類

の中には底部が上げ底気味のものがみられる。

刊類:回転糸切り後、底部周縁に回転へラ削りや手持ちヘラ削りを施しているものである。

小破片のため図示できるものはない。

w類 :回転糸切り後、無調整のものである(第10図4、第27図13・14・15、第35図6)。体部

は内管気味に立ち上がり、そのまま口縁部に至るものと、口縁部でやや外反するものとがある。

以上のように 7種類に分類することができるが、大きくは切り離し不明のもの(1. n類)、

向転ヘラ切りのもの(ill. 1V . V頬)、回転糸切りのもの(VI. VI類)に分けることができる。

〈高台付杯〉

開示できたものは 5点だけである。この中で形態のわかるものは l点(第11図3)だけで、 イ本

部は直線的に立ち上がり、口縁部でやや外傾するものである。高台は短く、外側にふんぽらな
し

い。いずれも高台を底部に貼り付け、ロクロナデ調整を施している。

〈益〉

全体の形態がわかるものは出上していない。ツマミ部が残存しているものの形態は擬宝珠を

呈するものとリ ング状を呈するものとがある。口縁端部はほぼ垂直に短く下方へ折り曲げてい

る。天井部は繭平なものと丸味をもつものがあり、ほとんどのものには天井部に回転ヘラ削り

調整が施されている。第四阿 1は、外面天井部lこ「得口」と品脅され、内面には擦痕や品痕がみ

られ、転用硯として使用されたものである。

〈萱〉

査には短頚査と長顕査がある。いずれも破片のため、全体の形態がわかるものは出土してい

ない。短頚査には小形のもの(第13図1)と比較的大きめのもの(第10図13)がある。前者は口縁
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部が垂直に立ち上がり、口縁端部が外方に丸くつまみ出され、肩部がやや張り出す。後者は口

縁部が垂直に立ち上がり、回線端部を丸くおさめ、府部lまさほど張り出さない。長顕査は顕部

が外反し口縁部でさらに外反する。口縁端部で上下につまみ出される。体部下半から底部にか

けて残存するものは、体部下半は回転へラ削句、底部は高台の貼り付け後、ロクロナデ調整し

ている。

〈饗〉

出土量lま多いがほとんどが破片で全体の形態を知り得るものはない。図示したすべてのもの

は、最大径の位置が肩部あるいは体部中央部にあるものと考えられる。口縁部、顕部は大きく

外反し、口縁端部で上下につまみ出されているものである。外面の頭部や体部には平行叩きの

痕跡を残すものが多い。中には顕部に櫛描き波状文を施すものや、体部下半に手持ちヘラ削り

を施しているものもある。内面には青海波文のあて具痕がみられるものや、ヘラナデ、制毛白

状の調整を施しているものもある。

〈揺鉢〉

破片が1点出土している(第35図10)。底部の器厚が体部よりも薄く、体部は急な立ち上がり

を示している。 内外面ともロクロナデを施し、内面はロクロ痕が顕著であり、外面の体部下端

には回転へラ削りを施している。

〈躍〉

体部孔付近の小破片が1点出土している(第10図11)。外面に縦方向と斜め方向の枕線を施

している。

(3) 赤焼き土器

杯、皿、高台付杯、高台付鉢の器種がある。ほとんどカ吋度片のため、図示できたものは少な

い。杯(第12図11)は、体部がやや内電気味に立ち上がり、そのまま口縁部に至るもので、底部

は回転糸切り痕が残る。皿l(第7国2)は小形で、体部は内警気味に立ち上がり、そのまま口縁

部に至る。底部には回転糸切り出が残る。高台付鉢(第10図18)は高台部のみの破片で、逆「ハ」

の字形に聞き、外側にふんばる。

(4) 陶 磁器

灰軸陶器10点、緑粕陶鵠1点があり、全て破片である。他に中・近世の陶磁器が出土している。

灰利陶器には、椀、瓶があり、第10図15-17は、 三ヶ月形高台を付けた椀である。体部内面

に軸がかけられ、底部には重ね焼きの痕跡がみられる。15は外面にも粕がかけられている。 他

に、図示できないが角高台の付いた椀も 1点出土している。第10図14は、瓶の体部破片で外面

に薄く軸が塗られている。

中世の磁器には、中国産の青磁があり、青磁の器面には蓮花の文様が描かれている。



近世のものには陶器と磁器がある。陶器は繁焼きのものと施軸陶器があり、素焼きの器種に

は小皿 ・ホウロクの把手がある。施軸陶器はすべて椀で、この中には古瀬戸が 点ある。磁器

では染付の椀が1点出土している。

(5) 硯

硯には円面硯と転用硯があり、円面硯で図示できたものは 2点である。第16図4は、硯部と

脚部の一部が残存しているだけで、全体の形態は不明である。硯面の外側には 2本の突帯が巡

り、 l本は上方へつまみ出され、もう 1本は横方向につまみ出されている。脚部には縦方向に

枕線が描かれている。第16図5は硯部の小片で、陸部が磨滅している。硯部の外側には 2本の

突帯が巡り、 2本とも上方へつまみ出されている。

(6)瓦

瓦は、各遺構及び堆積土より多数出土している。種類は軒丸瓦、軒平瓦、刻印文字瓦があり、

さらに多数の平瓦と丸瓦が出土している。

軒丸瓦は重圏文が2点、細弁蓮花文が1点出土している。重圏文(第39図2・3)は、いずれ

も小片のため瓦当面の大きさは不明である。瓦当の厚さは 3cm程である。国線は細い。胎土は

砂粒を多く含み、色調は灰白色である。細弁蓮花文(第39図1)は、瓦当面が約半分欠損してお

り、さらに周縁も欠損している。この軒丸瓦は、箔を二度押し付けているため、内区の蓮弁が

ずれており、さらに中房が押しつぶされている。蓮弁の外側には一重の細い圏線が巡り、外区

には棺円形の文殊を配している。中房はおそらく 1+5の円形蓮子が配されるものと思われる。

瓦当裏面はへラ削りを施しており、さらにへラキズがみられる。胎土は砂粒を多く含み、色調

は灰色を呈している。

軒平瓦は上下の区画線が1本の均整唐草文(第39図5)と、ヘラ書き単弧文(第39図4)とがあ

る。均整唐草文は顎面に鋸樹文とその下に一本の直線を施している。胎土は砂粒を多く含み、

色調lま灰色を呈している。単弧文iま顎面に縄叩き目が残り、胎土は砂粒を多く含み、色調は灰

色を呈している。

刻印文字瓦(第39図6)は、丸瓦の凸面に「伊」と刻印されたものが1点である。

平瓦は、叩きの原体、製作、調整を観察すると、叩きでは縄目があり、またはナデと削りを

施し、叩きの原体を消しているものがある。縄自の叩きの中には、部分的にナデを施している

ものと純白が潰れているものがある。凹面は布目痕が残るものと布目をナデ消しているものが

ある。または凹面に糸切り痕の残るものもみられる。

丸瓦は、すべて破片であるが、形態は玉縁付きの有段丸瓦である。凸面はほぼ全面にロクロ

ナデによる調整痕がみられ、調整のおよばない部分ではそれ以前の工程の縄叩き目が観察でき

る。凹面には布目痕が残るものである。
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(7)木製品

4 

木製品lま第町層、 SD 13・14・25から 6点出土している。積類は、曲物の誰板 ・底板、盤、

弓、杭、加工材がある。第14図3は曲物の蓋板で、板目材を素材とし周縁には 6mml隔の打ち欠き

が施される。第35図11は底板で、柾目板を素材としている。表面には一定方向の傷が見られ、

周縁は削りで整形されている。第38図3は柾目板を索材とした盤で、ロク ロ挽きによって整形

される。底部は丸底気味で、周縁には台部を意識したえぐりが入れられる。内外面には不定方

向の備が見られる。第34図13は直径2.3叩程の丸木を用いた弓である。全面に面取りが施され

ているようであるが、 l席蝕が進み明瞭でない。端部付近には、削りを入れ挟り部を作っている。

第40図 2の杭は、丸太材を素材とし、先端部のみが加工されたものである。
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第40図lは断面が台形を呈しでいる分割材である。樹皮は残っておらず、荒割の面のままで

あるが、側面に部分的な加工痕がみられる。

ζコ
0 1 0釧

第40図出土遺物(木製品) 2 

(8)石製品

石製品には砥石、使用痕 ・加工痕のある様、磨痕のあるスレート片、使用痕のある軽石片、

二次加工のある剥片が出土した。すべて破片で全体の形態がわかるものはない。その大部分は

平安時代のものである。

砥石

砥石は石質が軟質のもの[1類〕と、硬質のもの [ll類)に分類される。

I類(第41図 1-4) :凝灰岩、シルト岩系の石材を選択した仕上砥~中砥の範囲に入るも

のである。各面には、磨痕、擦痕、溝状痕が観察される。擦痕は、不定方向のものが多く 、方

向に統一性は見られない。溝状痕は、主要砥面(凹面)にも見られる場合があるが、破損面(1・

2)、あるいは側面 ・自然面を残す端面(3)にも観察される。溝状痕は刃部を砥面に対して垂直

にして研いた際の傷と思われることから、研ぎ方の相違により同一砥面には共存しにくいこと
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が考えられる。

E類 :安山岩、砂岩系の石材が選択された中砥~粗砥の範囲に入るものである。さらに中形

{a類)、大形(b類)に細分される。

lIa類 (第41図5-9):いずれも厚さが1.5cm前後をはかり、扇平な断面形態を呈する。

7を除いて側端面を砥面として使用したものはなく、幅広の面に限られている。砥面の状態と

しては、上端面の使用額度が高いもの(7)、表裏面に舌状のくぼみがあるもの(8)、 凸面をもち

中央に敵打状のくぼみがあるもの(9)か認、められた。

IIb類 (第42図1-3):破損しているが形態はすべて略方形状を呈するものと思われる。

2はやや扇平で、表面のみ砥面として使用され、溝状痕カ弔意められるものである。 l、 3はや
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や厚みがあり複数の砥面をもつもので、特に 1には溝状痕が顕著に認められる。

f「 2 

3 日 4 

。
5 

。 Z伽 n

第42図
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使用痕・加工痕のある喋(第42図4-6) 

4は台状に加工されたもので、磨痕が器面凸部に観察される。砥石の可能性もある。6は石

皿状の器と考え られ、縁辺の高位部か噺磨されている。5は棒状の礁を紫材と したもので表面

(平坦面)が磨滅している。

膳痕のあるスレー ト片 (第43図1) 

ョ長磁面に廓痕、 J第痕があり、右上縁辺には貝殻状剥離痕が観察される。

使用痕のある軽石片(第43図2)

滞状棋が一定方向に見られる。

二次加工のある剥片(第43図3)

頁治を石材とし、長さ2.7cm、幅2.4cm、厚さl.lcmをはかる。両側辺に折れがあり、 一側辺

のみ剥離痕が見られる。

く二二〉 。 ~Cコ 2

(9)土製品

土製品には、よ錘、円盤状土製品、土製カマドが

ある。

土錘

土錘は基本層位E層~困層、整地層 b、SD07か

ら4点出上した。第25図4、第44図1は紡錘状を呈

し、土師質である。4は長さ5.1cm、幅1.3畑、 孔径

O.4cmをはかり、外面にはオサエを施している。 1

は磨滅か苦しく欠損してp る。第44図 2・3は円筒

状を呈し、須恵質のものである。 2は小型で外面に

ケズリを施している。3(ま大型で長さ6.3畑、幅5.5

cm、孔径1.6cmをはかる。
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第44図出土遺物(土錘)
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円盤状土製品(第45図)

円盤状土製品は須恵器や土師器の饗の破片を打ち欠き円盤形に整形したものである。まれに

周縁を研磨したものもある。基本府位E層-N層、ア層、整地層、溝から45点出土している。

これらは裂の体部破片を用いているが、底部破片も 1点ある。大きさは、直径が2-3cmの問

に集中し、一定の規格性がうかがわれる。

土製カマド

土製カマ ドlま、おもに整地層より平和こ2箱分出土しんすべて小破片であり国示できるも

のはない。

(10) 金属製品 (第46図)

金属製品には、古銭、煙管、鉛玉、釘、飾り金具、鉄椀がある。

古銭は、宣徳通宝(1443年)、寛永通宝(1626年)がH層より各 1点出土した。煙管(第46図1)

はE層から出土し、点列状に彫り込み唐草文様か官包されるものである。不明鉄製品は、整地層

から 2点、 1I.田層から 1点ずつ出土した。いずれも断面形が方形を呈するものである。鉛玉

はE層から 2点出土した。いずれも直径1.2cm前後をはかる。鉄椀は整地層 bから出土し、 j平

さ3mmをはかる。
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V考察

今回の調査では、水田跡と居住地域を拡大するための整地層、掘立柱建物跡2棟、一本柱列

跡 1条、溝跡24粂、土壌2基の他に多数のピットが検出された。

発見された遺構は、検出面の相違から咽層上面検出遺構 (A群)、 明層上面検出遺構 (8群)、

整地層b上面検出遺構 (C群)、整地層a上面検出遺構(0群)、 N層上面検出遺構 (E群)に

分類される。これらの各遺構群は、 10世紀前半に降下したとされている灰白色火山灰(註10)

を基準にして、降下以前のもの (A-C群)、降下以降のもの (0. E群)に大別される。

まず、 A-E群の各遺構の変遷について述べることにする。

A群には、 SO12-20・25、SK02があり、遺構の切り合い関係から S013・15→ S014・

18→ SO 16・17、SK02の変遺が認められる。

B群には、 S009-11・21-23があり、遺構の切り合い関係から S022→ S021・ (09)→

S020・(23)→ S010・11と変遷する。

C群には、 S8 01 .02、S007がある。このうち、灰白色火山灰がS801の柱痕跡に小プロ

ック状に入り 、S007には層状に入る。 SB01とSB02は、直接重視していないが両建物跡が

近接することや、 S802の往穴に灰白色火山灰が含まれていないことから両建物跡には時間的

な隔りが考えられる。

D群にli， SA01とS002-06がある。このうち、灰白色火山灰がSA01の掛り方に粒状に

入り、 S005には小プロック状に入る。これらの遺構は重複関係から S005→ S006→ SA01

→ S002・03という 4時期の変遷カ屯忍められる。しかし、 S005とS002は閉じ場所での切り

合いを有しているうえ、 S002がS005の形態を踏襲

しており、さらに S005から S002に推移する聞にS

006・SA01が構築されていることから、これらの遺

構の変遷は比較的短期間に行なわれたものと推察され

る。

E群には、 S004・08・24があり、遺構の切り合い

関係から S008→ S004となる。 S024は重複がなく

不明である。

このような各遺構群と水田跡の関係について、遺構

の重楼状況から変還を図式化すると表 1のようになる。

ここで、 1-VJ朗を設定した各時期の年代について

考察する。

J )矧

EEE 

--v
 

H 期

m JII1 

IV JlII 

V J!l1 

表
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まず、灰白色火山灰降下時期にあたる E期の遺構より出土した遺物から検討してみたい。整

地層 b出土の遺物としては、土師器、須恵器、赤焼き土器、灰粕陶器がある。土師器杯は表杉ノ

入式に属するもので、底部切り離し技法が回転糸切り無調整のものが約8制を占めている。須

恵器杯においても約 6割が回転糸切り無調整であり、両者の主体を占めている。この他に、角

高台をもっ灰粕陶器の椀が出土している。この灰軸陶器は、東海地方の狼投窯編年による黒笹

14号窯式に相当するもので、猿投窯跡群において 9世紀後半に比定される。また、V層水田跡

出土の遺物としては、土師器、須恵器、赤焼き土器があり、ほとんどが小破片である。 第12図11

の赤焼き土器は回転糸切り無調整で、白鳥良一氏の「多賀城跡出土土器の変遷JによればE群土

器の須恵系土器に類例が求められ、 10世紀前半に出現したとされでいる。

次に、遺構の堆積土と灰白色火山灰の関係について述べると、 SB01の柱痕跡に灰白色火山

灰が含まれ、 SD07の底面近くにも灰白色火山灰が多量に含まれていることが確認されている。

V層水出跡の耕作土の状況は、婿中に灰白色火山灰がプロック状もしくは粒状に混入しており、

降灰後も水田として耕作されたものと考えられる。以上のことから E期の年代は、おおむね10

世紀前半頃と推察される。

I期 (A. B群)の遺構から出土した遺物としては、土師器、須恵器、瓦がある。 土師器杯

は、ほとんどが表杉ノ入式に属するもので、ロクロを使用していないものは僅かに数片である。

W層水田跡から出土した遺物には、土師器、須恵器、赤焼き土器、瓦がある。このうち瓦は、細

弁蓮花文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦があり、多賀城政庁跡の第四期に位置づけられるものであ

る。 I期は、多賀城政庁跡第田期の瓦が出土していること、整地層 bに離われていることから

10世紀前半以前の時期が与えられ、おそらくは 9世紀代に機能していたものと推察される。

四期の遺構 (D.E群)は、整地層aと町層の重複がなく新旧関係が不明で、あるが、 灰白色

火山灰降下後という点で共通している。したがって 町期は10世紀前半以降の年代が与えられる。

N期は、中世以降の遺物が出土していないことから平安時代におさめる ことができょう。

V期の過締出上遺物には、中世~近世にかけてのものがある。中世の遺物には菅磁の破片、

宣徳、通宝が各1点出土したにすぎず、これらをもって中世の年代を与えるには決め手に欠けよ

う。近世の遺物としては、内面に函線のある志濃の皿や、江戸時代末期頃の陶磁器が多く出土

している。また、寛永通宝や煙管が出土していることにより、 V期は江戸時代を中心として営

まれたものと考えられる。さらに、近代の陶磁器が若干出土していることや、明治19年の地籍

図に捕かれている畦畔と同方位であることが確認されたため、近代まで使用されたものと思わ

れる。



VIまとめ

今回の調査では、 5時期の遺構の変選が確認された。以下簡略に変遷と問題点を述べ、まと

めとしたい。

I期は、溝 (A群)が廃絶した後にVIa層水田跡が営まれる時期である。微高地緑辺の低湿

地に水田が選地され湿地的様相が強い。

E期は10世紀前半頃で、微高地縁辺を整地盛土し水田域が縮小する時期にあたる。整地面に

はSB01があり、水田域に近接することから水田に関係する建物と考えられる。水田跡土壌か

ら乾目的様相が強い。

皿.N期は10世紀前半以降の時期である。 町期には SD02・05、SA01とSD04・08がある。

前者と後者は検出面が異なることから当然時期差があると考えられたが、 N層の堆積範囲が限

られていたこともあり、十分に把握する之とはできなかった。 SD02・05、SA01は整地層

(居住地)端に位置することから区画の意味を持った施設であると推定される。 N期は畦畔の

みの検出であった。 4号畦畔lま整地層 b付近から確認できなくなった。このことは整地層を居

住地としたため意識的に作らなかったものか、あるいは E層水田耕作時に削平されてしまった

のか、どちらとも判断か@下されなかった。この時期は、酸化鉄やマンガンの枕澱から乾田であ

ったと考えられる。

V期は近世の水田跡で、調査区全域を水田域としている。

本調査区内で検出した整地層は、居住地域を意図しでつくられたものであることが判明した

が、調査区は微高地から低湿地に移行する部分にあたり、集落の中心部は調査区外にあるも

のと考えられる。また、検出された畦畔の内、南北方向の 3・6号畦畔は、古代から近代にわ

たりほぼ同一方向と同位置に重複していることから古代の畦畔を近代まで踏襲していたと推

定される。なお、 VIa層下の遺構は平面プランの確認のみにとどめたものもあり、遺構の性格

等については不明な点を多く残した。

南側に隣接する水入地区の調査で、は、9世紀中葉を中心とした遺構が発見されている。本地

区の I期遺構群と水入地区のものとが同時期に機能していたのであろうが、直接的な遺構のつ

ながりや層位の関係がつかめなかったため具体的な関連を指摘することはできない。

本遺跡の北西に位置する伏石地区においても平安時代の水田跡が発見されており、これまで

の調査例から微高地に居住地、湿地帯に水田跡が存在する可能性が高くなったといえる。国府

多賀城の南西一帯に位置する本遺跡において水田跡が発見されたことは、多賀城周辺の周落構

成を解明する上で重要な課題を提示したものと思われる。
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vnプラン トオパール分析結果

宮崎大学農学部藤 原 宏 古一心

市川橋遺跡採取試料についての分析結果を下記の通り御報告致します。

(E-03地点)

01層-8a層は水田跡と判断される。

o 8b層-10}1留ではイネが検出されず、水田跡ではないと考えられる。

01層-10層までタケ亜科(ササ類)が多く 比較的乾燥した状態だったようである。ただし、 b

-7層堆積時はやや湿潤な環境だったと思われる。

(A -13地点)

01層-b層は水田町、と判断される。

07層-8-1府ではイネの盈が少なく、短期間に利用された水田跡であるとも考えられるが、

周辺部からの流入の可能性もある。

08-2層と 9層は水田跡ではないと考えられる。

05層-8-1府は比較的湿潤な堆積環境だったと思われる。

layers 
t/Ioa.cm 

10 8 6 4 2 。 。 2 4 6 8 10 . gB . 

E 
. . . 

日

m 
¥1a 

VI 

1・
X 

E三五一一ー」

1 .市IIIME-03 11/23・84

口O.sali 回rice.g 回 Phrag ~ Bomb 

第47図 プラントオパール分析データ
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layers tlloa.cm 

10 8 6 4 2 。 。 2 4 6 8 10 

E 。倒16" (1) ... . 
恒三 27 (2) 日

匡三 36 (3) .・.に 国

42 (4) .. . W 
47 tS) -・・・ Va 

惇 54 (6) Vb 
11 匡 64 (7) ::1 1 ¥1a 

1111111111111111111 76 (8・1)
V1b ヒ=77 (8-1) 

1・
2.市川繍A-13 11/23' 84 

第48図 プラントオパール分析データ

〈グラフの見方について〉

1 . Iayers 採取地点の土層模式図、( )内の数字は土層番号、左すみの小数字は表層か

らの深さをmで表わしたもの。

2. u. sati. : uryza sativa栽培稲の地上部乾物量。

rice.g : uryza sativaの穎果(籾)乾物重。

Phrag. : Phramites communis.ヨシの地上部乾物重。

Bamb. : Bambsaceae.タケ亜科の地上部乾物重。

各植物体重はそれぞれの植物により異なる珪酸体密度係数と土壌中から検出された各植

物に由来するプラント・オパール密度をもとに算出されたものである。

3 .土柱模式図の右側に栽培植物、同左側に野 ・雑草を示している。単位 t110a. cmはその

土層の厚さ 1cm、面積10a (1000m)に包含されるプラン卜 ・オパールの数から推定した各植

物の乾物量を t (トン、 1X103 kg)で表わしたものである。例えば、その土層が10cmの厚

みであると、グラフで示された値に10を乗じた抵の植物体がその土層の堆積期間中に生産

されたことになる。生産量が年間生産量ではないことに注意されたい。

4.水田跡が埋蔵されている土層では U.sati.の値がピークを形成する場合が多い。土層の堆

積状況により一概にいえないが、水田跡の層位はこのピークと一致するのが通例である。

5. Phrag. (ヨシ)、 Bamb. (タケ)の乾物量変選はその地点における土壌水分状況の時代的

変還を知るうえに役立つ。ヨシは比較的水分の多い湿った環境に生育し、タケ(ササ)は比

較的乾燥した環境下に繁茂する。両者の消長をみると、その地点の乾湿変化を推定できる。

6.最下段は遺跡名、採取地点、採取年月日を示す。
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図版4
V層水田跡検出状況

(東より)

図版5
VIa層水田跡

畦畔検出状況

(商より)

図版6
足跡検出状況

(東より)



図版ワ

足跡椴出状況

(No.16.17.18) 

図版8
足跡掘り上げ状況

図版9
耕作痕掘り上げ状況

(街より)
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11. m27図 6
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図版14 出土遺物
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